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	　　 盲導犬がエスコート/香良洲町で歩行体験会 

	[ホーム]     [戻る] 



	


　【写真は目隠しして盲導犬と歩行体験する児童＝香良洲町の香海中学校体育館で】 
　【一志郡】香良洲町内を中心に活動するボランティア「ＵＤ（ユニバーサルデザイン）まちづくりの会」は十日、同町の町立香海中学校体育館で、町内の小、中学生らを対象に盲導犬との歩行体験会を開き、中部盲導協会職員が盲導犬の性格や活動について講義した。 
　同協会職員の佐藤洋子さん(27)と太刀川栄さん(26)が名古屋市から盲導犬二頭とともに訪れ「世界で一番選ばれているのは、温和で手入れのしやすい『ラブラドルレトリバー』という犬種。必要とする人に対する供給率は約１０パーセントしかない」などと説明した。 

　また、多数の希望者の中から児童・生徒九人が目隠しをして盲導犬との歩行を体験した。 

　町立香良洲小学校と同中学校の児童・生徒、町民の約二百七十人が参加。　 <つづく> 



